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「医療DX令和ビジョン2030」でも示されるとおり、わが国の医療現場においてデジ
タル化による効率化と生産性向上は急務とされている。医療DXの推進は、患者への
よりよい医療の提供を可能にするだけではなく、医療従事者の業務効率化や負担軽減
をも叶えることが期待される。その具体例の1つとして、入院時の説明や検査時の案内
など、日頃のオリエンテーション業務に映像を活用する動きが注目を集めている。本セ
ミナーでは、患者・家族向け説明動画の編集・配信システム「学研メディカルクリップ」に
焦点をあて、実際の導入事例や活用方法を紹介する。
前半では、「学研メディカルクリップ」導入施設の取り組みについて、導入に至った

背景や操作感、そして実際に使用した医療従事者の感想を報告する。従来、口頭説明
のみでは限界のあった情報伝達が、映像を活用することでどのように改善されたかを
具体的に示す。
後半では、「学研メディカルクリップ」の運用を含めた業務改善の事例として、看護師

の業務の一部をこうしたツールに移管したことにより、患者の視点に立った看護サービ
スの質や、働き方改革の視点から業務効率にどのような変化がみられたかを紹介する。
多岐にわたる看護業務へのデジタルツール導入による現場の変化や今後の課題、解決
策を探る。
医療DXは、単にITを導入するだけでなく、組織全体の文化やプロセスを変革して

いく取り組みである。本セミナーを通じて、映像活用を含むデジタル技術が医療の質
向上と働き方改革にいかに寄与し得るかを具体的に考え、実践につなげるためのヒント
を持ち帰っていただければ幸いである。
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